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御
挨
拶

加藤  瑠美子
〈学校長〉

　真
砂
会
の
皆
様
に
は
ご
機
嫌
よ

く
お
す
ご
し
の
事
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　昨
年
度
は
新
天
皇
の
ご
即
位
と

新
元
号
令
和
の
誕
生
と
い
う
お
め

で
た
い
年
と
同
時
に
、
大
変
な
水

災
害
を
こ
う
む
っ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　本
校
は
、
本
年
は
講
堂
の
落
成

に
続
き
旧
記
念
館
を
一
新
致
し
ま

し
て
二
階
だ
て
の
至
誠
館
が
落
成

致
し
ま
す
。

　生
徒
も
そ
れ
ぞ
れ
本
分
を
つ
く

し
、
め
で
た
く
真
砂
会
の
会
員
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　い
つ
も
母
校
の
発
展
を
一
番
応

援
し
て
下
さ
る
会
員
の
皆
様
の
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

『
魁
』

ご
挨
拶

五十嵐 美江子
〈真砂会会長〉

　新
し
い
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気

に
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　日
頃
は
、
真
砂
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
度
は
、
同
窓
会
室
が
あ
り

ま
し
た
記
念
館
が
、
新
築
完
成
さ

れ
、
新
た
に
二
階
に
は
柔
道
場
な

ど
が
建
築
さ
れ
、
在
校
生
達
の
活

気
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
幅
広
い
各

世
代
の
会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
真
砂
会
に
と
っ
て
も
活
気

の
影
響
を
受
け
、
積
極
的
に
頑

張
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　母
校
は
文
武
両
道
を
実
践
し
、

素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　母
校
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
心
に
響
く
津
軽
三
味
線

　

 

〝
音ね

舞ぶ

多た

弦げ
ん

謡よ
う

会か
い

〞
社
中

 

（
相
模
原
市
）

　
　会

　主

　
　夏な

つ

坂ざ
か

　菊き
く

絲じ

　
　
　
　
　
　
　夏な

つ

坂ざ
か

　絲じ

蒼そ
う

　
　
　
　
　
　
　夏な

つ

坂ざ
か

　俶し
ゅ

絲く
じ

　
　
　
　
　
　
　夏な

つ

坂ざ
か

　絲い
と

華か

○
尺
八
演
奏

　青あ
お

木き

　畝ほ

堂ど
う

（
沼
津
市
在
住
）

　青あ
お

木き

　康や
す

晴は
る

記
念
公
演

INFORMATION

令
和
２
年
度

　真
砂
会
総
会
お
よ
び
記
念
公
演
の
お
知
ら
せ

日
時
／
令
和
２
年
５
月
17
日
㈰

　午
前
10
時
30
分
よ
り

場
所
／
沼
津
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
（
上
土
町
）

真
砂
会
総
会
お
よ
び
記
念
公
演
の
お
知
ら
せ

加藤  正秀
〈理事長〉

祝
第92回選抜高校野球大会

初出場（3/19から13日間）
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●
静
岡
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

　２
０
１
８
東
部
地
区
予
選

　優
勝

●
静
岡
県
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　２
０
１
６
・
２
０
１
７

　優
勝

●
静
岡
県
高
校
総
体
２
０
１
９

　出
場

在校生
第２弾

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
静
岡
県
東
部
高
校
演
劇
研
究
会
２
０
１
８

　優
良
賞

●
静
岡
県
高
等
学
校
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８

　入
選

●
写
真
甲
子
園
２
０
１
８

　東
海
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会
進
出

演
劇
部

写
真
部
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●
全
国
高
校
総
体
２
０
１
７
（
個
人
戦
２
組
出
場
）

●
春
季
東
海
地
区
高
等
学
校
野
球
東
部
地
区
大
会
２
０
１
９

　優
勝

●
春
季
東
海
地
区
高
等
学
校
野
球
静
岡
県
大
会
２
０
１
９

　準
優
勝

●
全
国
高
校
総
体
２
０
１
７
（
個
人
戦
１
組
出
場
）

躍動する

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

野
球
部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

● 

静
岡
県
東
部
高
等
学
校
軽
音
楽
部
合
同
発
表
会
２
０
１
９
　最
優
秀
賞･

ベ
ス
ト
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
賞･

作
編
曲
賞
　ベ
ス
ト
ド
ラ
マ
ー
賞
　受
賞

●
第
14
回
沼
津
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
広
場

　参
加

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
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真
砂
会
役
員
名
簿

令
和
元
年
度
卒

　
真
砂
会

　
学
年
幹
事

Ｓ
Ｐ
Ⅲ
１
／
馬
場

　光
輝
・
片
山

　珠
渚

Ｓ
Ｐ
Ⅲ
２
／
鶴
田

　凌
聖
・
辻

　
　百
恵

Ｓ
Ｐ
Ⅲ
３
／
毛
利

　郁
海
・
林

　
　愛
花

Ｐ
Ⅲ
１
／
鈴
木

　翔
馬
・
小
池

　
　姫

Ｐ
Ⅲ
２
／
酒
井

　諒
司
・
小
早
川
茉
子

Ｐ
Ⅲ
３
／
内
田

　武
蔵
・
増
田
な
つ
美

Ｐ
Ⅲ
４
／
岡
田

　海
斗
・
岸
本

　夏
笑

Ｐ
Ⅲ
５
／
大
木

　
　涼
・
上
杉

　瑠
璃

Ｐ
Ⅲ
６
／
大
島

　佑
太
・
伊
藤
侑
里
乃

Ｇ
Ⅲ
１
／
石
井

　海
斗
・
杉
山

　梨
奈

Ｇ
Ⅲ
２
／
浦

　
　航
遥
・
益
田

　空
羽

Ｇ
Ⅲ
３
／
浅
井

　拓
斗
・
伊
藤

　り
な

Ｇ
Ⅲ
４
／
丸
山

　
　諒
・
原

　彩
弥
香

Ｇ
Ⅲ
５
／
砂
山

　智
哉
・
笹
原

　恵
里

名
誉
顧
問 

加
藤

　正
秀

名
誉
会
長 

加
藤
瑠
美
子

顧

　
　問 

長
澤
と
み
子

 

生
田

　
　亘

 

佐
藤

　美
雪

 

小
池
ふ
み
子

会

長 

五
十
嵐
美
江
子

副

会

長 

奥
平

　
　誠

 

土
屋

　稿
二

会

計 

三
浦

　護
子

会
計
監
査 

芹
澤
百
合
子

庶

務 

加
藤

　孝
子

 

小
針
真
奈
美

事
務
局
長 

渡
邉

　佳
織

事

務

局 

高
嶋

　一
生

文
化
祭
係 

二
十
八
回
生

 

四
十
八
回
生

新

聞

係 

六
十
三
回
生

熱
海
支
部
長 

窪

田

政

子

真
砂
会
担
当
先
生

 

前
田

　恵
美

　先
生

 

相
羽
真
由
美

　先
生

 

遠
藤

　真
一

　先
生

 

森

　聡
太
郎

　先
生

 

南
良

　
　知

　先
生

 

鈴
木

　英
武

　先
生

編
集
後
記

　前
号
に
引
き
続
き
、
在
校
生
の
活

躍
を
記
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　先
生
を
は
じ
め
学
園
全
体
で
自
主

性
や
個
性
を
重
ん
じ
な
が
ら『
至
誠
』

の
精
神
に
基
づ
き
、
全
力
を
尽
く
し

て
後
輩
を
育
成
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
そ
の
姿
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
ま
す
ま
す
の
母
校
の
発
展

を
願
い
「
真
砂
会
」
に
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　快
く
、
原
稿
の
依
頼
を
受
け
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

新
聞
係

　
一
同

在校生によるチアリーダー部、応援団、

吹奏楽部の演技に会場が湧き上がり、

大成功でした。

１生　元
もと

村
むら

　南
な

砂
ずな

２生　片
かた

山
やま

　珠
しゅ

渚
な

３生　三
み

須
す

　若
わか

葉
ば

４生　田
た

口
ぐち

　愛
まな

香
か

５生　森
もり

野
の

　千
せん

里
り

逍

遙

歌

　令和元年 5月11日㈯、「真砂会」総会が開催されました。
新しく誕生した青年部が「総会」では司会をさわやかに、
「懇親会」ではカンパイの音頭を若々しく行い、総会・
懇親会を盛り上げ大活躍しました。

総会・懇親会

記念公演


